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ス
ペ
シ
ャ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト 

   

「
子
ど
も
の
た
め
の
ス
ペ
シ
ャ

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
～
Ｆ
ｕ
ｎ 

Ｆ
ｕ

ｎ 

Ｆ
ｌ
ｕ
ｔ
ｅ
！ 

楽
し
い
！
お

も
し
ろ
い
！
フ
ル
ー
ト
の
世
界
～
」

（
子
ど
も
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
・

シ
リ
ー
ズ
第
五
十
六
回
）
を
、
十
月

十
七
日
（
土
）
に
西
宮
市
甲
東
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
し
た
（
十
四
時
開
演
、

六
十
分
公
演
、
来
場
者
数
・
子
ど
も

三
十
二
名
、
大
人
五
十
四
名
、
合
計

八
十
六
名
）。 

出
演
は
フ
ル
ー
ト
奏
者
の
ザ
ビ
エ

ル
・
ラ
ッ
ク
先
生
（
本
学
音
楽
学
部

准
教
授
）
と
ラ
ッ
ク
三
智
子
さ
ん
、

ピ
ア
ノ
の
竹
ヶ
鼻
智
絵
さ
ん
（
本
学

大
学
院
一
年
生
）、
そ
し
て
音
楽
学
部

フ
ル
ー
ト
専
攻
生
七
名
（
四
年
生
の

大
内
菜
々
美
、
松
本
知
紗
、
河
道
萌
々

子
、
二
年
生
の
内
藤
友
捺
、
中
野
由

菜
、
一
年
生
の
芦
沢
梨
里
沙
、
堀
之

内
明
希
）
の
計
十
名
で
す
。 

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
フ
ル
ー
ト
は
、

見
た
目
も
響
き
も
魅
力
的
で
す
。
昔

は
木
で
作
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
そ

れ
で
素
朴
な
温
か
い
響
き
が
し
ま
す
。

そ
ん
な
フ
ル
ー
ト
の
色
々
を
演
奏
と

お
話
で
辿
る
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
企

画
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
ず
、
明
る
く
楽
し
い
ジ
ャ
ッ

ク
・
カ
ス
テ

レ
ー
ド
作
曲

《
笛
吹
き
の

休
日
》
第
四

楽
章
を
フ
ル

ー
ト
四
重
奏

（
大
内
菜
々

美
、
松
本
知

紗
、
河
道
萌
々
子
、
堀
之
内
明
希
）

で
演
奏
し
て
開
幕
で
す
。 

司
会
の
ラ
ッ
ク
三
智
子
さ
ん
が
登

場
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト

を
無
事
に
実
現
で
き
た
喜
び
を
お
客

様
に
伝
え
ま
し
た
。 

第
二
曲
は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作

曲
《
く
る
み
割
り
人
形
》
よ
り
〈
葦

笛
の
踊
り
〉
で
す
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
お
馴
染
み
の
曲

と
い
う
説
明
に
続
い
て
、
フ
ル
ー
ト

四
重
奏
（
内
藤
友
捺
、
芦
沢
梨
里
沙
、

中
野
由
菜
、
松
本
知
紗
）
で
演
奏
。 

こ
こ
で
い
よ
い
よ
ザ
ビ
エ
ル
・
ラ

ッ
ク
先
生
が
登
場
し
て
、
フ
ラ
ン
ソ

ワ
・
ボ
ル
ヌ
作
曲
〈
カ
ル
メ
ン
幻
想

曲
〉
を
独
奏
し
ま
す
（
ピ
ア
ノ
伴
奏

竹
ヶ
鼻
智
絵
）
。
ビ
ゼ
ー
の
オ
ペ
ラ

《
カ
ル
メ
ン
》
の
有
名
な
フ
レ
ー
ズ

を
次
々
と
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
す
る
曲
で
、

超

絶

技

巧

を

生

き

生

き

と

聴

か

せ

て

聴

衆

を

魅

了

し

ま
し
た
。 

第

四

曲

は
、
ピ
ア
ノ

と

ラ

ッ

ク

先
生
夫
妻
の
フ
ル
ー
ト
・
デ
ュ
オ
に

よ
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
〈
ト
ル
コ

行
進
曲
〉
で
す
。
ピ
ア
ノ
の
奏
で
る
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リ
ズ
ム
に
乗

っ
て
ご
夫
妻

が
舞
台
に
登

場
す
る
と
会

場
か
ら
歓
声

と
手
拍
子
が

湧
き
起
こ
り

ま
し
た
。 

 

次
は
「
♪
フ
ル
ー
ト
っ
て
、
ど
ん

な
楽
器
？
聴
き
比
べ
て
み
よ
う
！
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ま
ず
第
一
組
と

し
て
、（
１
）
三
、
四
歳
か
ら
演
奏
可

能
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
プ
フ
ァ
イ

フ
、（
２
）
頭
部
管
が
曲
げ
て
あ
る
キ

ッ
ズ
・
フ
ル
ー
ト
、（
３
）
ピ
ッ
コ
ロ

の
三
種
を
紹
介
し
て
、〈
ミ
ッ
キ
ー
マ

ウ
ス
・
マ
ー
チ
〉
で
三
種
を
聴
き
比

べ
ま
し
た
。

次
に
第
二
組

と

し

て

、

（
１
）
柔
ら

か
い
音
の
木

製
フ
ル
ー
ト
、

（
２
）
銀
製

フ
ル
ー
ト
、（
３
）
金
製
フ
ル
ー
ト
を

紹
介
し
て
、
聴
き
比
べ
。
第
三
組
と

し
て
、
（
１
）
フ
ル
ー
ト
、
（
２
）
四

度
下
の
ア
ル
ト
・
フ
ル
ー
ト
、（
３
）

一
オ
ク
タ
ー
ブ
下
の
ベ
ー
ス
・
フ
ル

ー
ト
の
三
種
を
紹
介
し
て
、
同
じ
く

〈
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
・
マ
ー
チ
〉
で

聴
き
比
べ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
ク

ロ
ー
ド
・
ド
ビ

ュ
ッ
シ
ー
作

曲
《
小
組
曲
》

で
す
。
ピ
ア
ノ

連
弾
曲
と
し

て
書
か
れ
た

曲
で
す
が
、
そ
れ
を
ピ
ア
ノ
伴
奏
と

フ
ル
ー
ト
・
デ
ュ
オ
で
演
奏
し
ま
し

た
。
第
一
曲
〈
小
舟
に
て
〉
は
中
野

由
菜
、
第
二
曲
〈
行
列
〉
は
芦
沢
梨

里
沙
、
第
三
曲
〈
メ
ヌ
エ
ッ
ト
〉
は

内
藤
友
捺
、
第
四
曲
〈
バ
レ
ー
〉
は

堀
之
内
明
希
、
と
セ
カ
ン
ド
・
パ
ー

ト
の
学
生
が
次
々
と
入
れ
替
わ
っ
て
、

ザ
ビ
エ
ル
先
生
と
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

を
展
開
し
ま
し
た
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
最
後
の
曲
は
リ
チ
ャ

ー
ド
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
作
曲
《
サ
ウ
ン

ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
メ
ド

レ
ー
》
で
す
。

〈
ド
レ
ミ
の

歌
〉
や
〈
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス
〉

と
い
っ
た
有

名
な
ナ
ン
バ

ー
を
フ
ル
ー

ト
四
重
奏
（
ラ

ッ
ク
先
生
夫
妻
と
大
内
菜
々
美
、
河

道
萌
々
子
）
で
華
麗
に
聴
か
せ
ま
し

た
。 最

後
に
出
演
者
が
舞
台
に
勢
ぞ
ろ

い
し
て
、
メ
ン
バ
ー
紹
介
と
短
い
ア

ン
コ
ー
ル
で
締
め
括
り
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
で

予
定
し
て
い
た
講
堂
の
使
用
が
危
ぶ

ま
れ
、
急
遽
、
甲
東
ホ
ー
ル
に
変
更

し
て
の
開
催
で
し
た
が
、
来
場
の
お

客
様
か
ら
は
、「
コ
ロ
ナ
で
大
変
な
中
、

温
か
い
楽
し
い
曲
や
お
話
が
と
て
も

セ
ラ
ピ
ー
に
な
っ
た
」「
ザ
ビ
エ
ル
先

生
が
楽
器
と
一
体
に
な
っ
て
い
て
か

っ
こ
よ
か
っ
た
」「
親
子
と
も
に
心
が

豊
か
に
な
る
」
と
い
っ
た
声
が
会
場

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

中
に
は
、「
コ
ロ
ナ
で
大
変
む
ず
か
し

い
中
、
企
画
を
し
て
も
ら
え
て
あ
り

が
た
い
」「
席
が
指
定
さ
れ
て
い
て
前

も
っ
て
分
か
る
の
で
と
て
も
よ
か
っ

た
」
と
ス
タ
ッ
フ
の
苦
労
を
労
っ
て

く
だ
さ
る
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。 

無
事
に
開
催
で
き
た
こ
と
に
深
く

感
謝
し
ま
す
。 

（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

津
上
智
実
・
記
） 

  

       



 - 3 - 

ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト 

 「
子
ど
も
の
た
め
の
ク
リ
ス
マ
ス
・

コ
ン
サ
ー
ト
～
楽
し
い
『
あ
の
日
』

が
や
っ
て
く
る
～
」
（
子
ど
も
の
た

め
の
コ
ン
サ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
第
五

十
七
回
）
を
十
二
月
十
二
日
（
土
）

に
本
学
講
堂
で
開
催
し
ま
し
た
（
第

一
部
十
一
時
開
演
、
第
二
部
十
五
時

半
開
演
、
各
六
十
分
、
来
場
者
数
・

第
一
部
九
十
三
名
／
第
二
部
八
十
七

名
、
計
百
八
十
名
）
。 

新
型
コ
ロ
ナ
・
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、
来
場
者
数
の
制
限
（
百

名
以
内
）
や
楽

器
体
験
の
中

止
、
小
ま
め
な

換
気
、
ア
ル
コ

ー
ル
消
毒
、
来

場
者
の
検
温

と
マ
ス
ク
着

用
な
ど
、
異
例

の
事
態
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

出
演
は
「
音
楽
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
」
十
八
期
生
を
中
心
と
し
た
メ

ン
バ
ー
で
、
井
本
斐
（
ピ
ア
ノ
・
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
）
、
勝
間
田
萌
（
ピ
ア

ノ
）
、
松
田
真
緒
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・

ヴ
ィ
オ
ラ
）
、
岩
﨑
朱
夏
（
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
）
、
安
川
陽
菜
（
声
楽
）
の

五
名
が
力
を
合
わ
せ
ま
し
た
。 

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
普
段
テ

レ
ビ
や
お
店
で
何
気
な
く
耳
に
し
て

い
る
音
楽
を
意
識
し
て
聴
い
て
イ
メ

ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
緩
急
に
富
ん
だ
プ
ロ
グ

ラ
ム
作
り
を
心
が
け
ま
し
た
。
知
ら

な
い
曲
で
も
楽
し
ん
で
聴
い
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
選
曲
の
み
な
ら
ず
時

間
配
分
や
楽
器
編
成
に
も
こ
だ
わ
り
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
物
語
に
の
せ
て
進
め

ま
し
た
。 

幕
開
け
に
は
讃
美
歌
〈
ひ
い
ら
ぎ

飾
ろ
う
〉
を
ピ
ア
ノ
、
ソ
プ
ラ
ノ
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
出
演
者
全
員
で
演

奏
し
ま
し
た
（
編
曲
は
井
本
斐
）
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
相
応
し
く
華
や
か

な
編
成
で
、

会
場
の
皆

さ
ん
を
物

語
の
世
界

へ
と
誘
い

ま
す
。 

二
曲
目

は
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
作
曲
《
三
つ
の
ド
イ
ツ
舞
曲
》

よ
り
第
三
番
〈
そ
り
す
べ
り
〉
で
す
。

「
あ
る
町
の
ク
リ
ス
マ
ス
前
夜
の
様

子
を
覗
く
」
と
い
う
導
入
に
添
っ
て
、

途
中
聞
こ
え
て
く
る
鈴
の
音
か
ら
雪

景
色
を
連
想
さ
せ
ま
す
。
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
は
五
歳
の
頃
に
は
も
う
曲
を
作

っ
て
い
た
と
紹
介
す
る
と
、
客
席
か

ら
は
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。 

続
い
て
シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲
〈
献
呈
〉

（
リ
ス
ト
編
曲
）
の
ピ
ア
ノ
独
奏
か

ら
、
四
曲
目
の
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

〈
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
〉
の
独
唱
へ
と

続
き
ま
す
。
華
や
か
な
曲
か
ら
ゆ
っ

た
り
と
穏
や
か
な
曲
へ
と
緩
急
を
つ

け
る
こ
と
で
聴
衆
を
飽
き
さ
せ
な
い

工
夫
を
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
物
語
は
一
気
に
加
速
し
、

「
ク
リ
ス
マ
ス
は
ま
だ
な
の
に
サ
ン

タ
さ
ん
が
や
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
」

と
い
う
展
開
へ
。
小
林
亜
星
作
曲
〈
あ

わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
〉

で
聴
衆
と
手
拍
子
を
し
て
「
ク
リ
ス

マ
ス
は
ま
だ
だ
よ
」
と
サ
ン
タ
さ
ん

に
伝
え
ま
す
。 

ほ
っ
と
し
た
の
も
束
の
間
、
今
度

は
お
も
ち
ゃ
達
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
箱
か

ら
逃
げ
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

あ
わ
た
だ
し
い
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
六
曲
目
は
ヴ
ィ
エ
ニ
ャ
フ
ス
キ
作

曲
〈
ス
ケ
ル
ツ
ォ
・
タ
ラ
ン
テ
ラ
〉

を
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク

な
掛
け
合

い
で
お
届

け
し
ま
し

た
。
や
は
り

大
曲
だ
け

に
会
場
の

温
度
も
一
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気
に
上
が
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。 

コ
ン
サ
ー
ト
も
後
半
に
差
し
掛
か

り
、
七
曲
目
は
カ
プ
ー
ス
チ
ン
作
曲

〈
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
〉
第
一
楽
章

を
ピ
ア
ノ
連
弾
で
演
奏
し
ま
し
た
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ジ
ャ
ズ
が
融
合
し
た

独
特
の
世
界
で
盛
り
上
が
り
は
最
高

潮
に
達
し

ま
す
。 

サ
ン
タ

さ
ん
が
無

事
に
お
も

ち
ゃ
達
に

追
い
つ
い

た
と
こ
ろ

で
、
会
場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
リ
ズ

ム
遊
び
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
い

ま
し
た
。
当
初
は
歌
い
な
が
ら
一
緒

に
踊
る
予
定
で
し
た
が
、
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
急
遽
変
更
し
ま
し
た
。

「
サ
ン
タ
さ
ん
よ
か
っ
た
ね
」
と
「
キ

ラ
キ
ラ
キ
ラ
キ
ラ
お
星
さ
ま
」
と
い

う
二
つ
の
言
葉
に
乗
せ
た
リ
ズ
ム
を

覚
え
て
も
ら

い
、
仕
上
げ

に
会
場
を
二

つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
て

皆
で
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
を
行

い
ま
し
た
。 

八
曲
目
は
映
画
《
若
草
の
頃
》
よ

り
〈
あ
な
た
の
心
に
小
さ
な
メ
リ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
を
〉（
ヒ
ュ
ー
・
マ
ー
テ

ィ
ン
作
曲 

中
村
健
編
曲
）
を
ヴ
ィ

オ
ラ
独
奏
で
演
奏
し
、
静
け
さ
の
中

の
美
し
い
旋
律
に
、
会
場
の
集
中
も

高
ま
り
ま
す
。
続
い
て
ピ
ア
ノ
独
奏

で
ガ
ー
シ
ュ
イ
ン
作
曲
の
組
曲
《
三

つ
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
》
よ
り
第
一
番
、

ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
で
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
作

曲
オ
ペ
ラ
《
シ
ャ
モ
ニ
ー
の
リ
ン
ダ
》

よ
り
ア
リ
ア
〈
こ
の
心
の
光
〉
を
演

奏
。
ピ
ア
ノ
独
奏
は
短
い
な
が
ら
も

魅
力
の
詰
ま
っ
た
聴
き
ご
た
え
の
あ

る
演
奏
で
、
ア
リ
ア
は
ソ
プ
ラ
ノ
特

有
の
高
音
が
華
や
か
な
一
曲
に
よ
り

ぐ
っ
と
聴
衆

の
関
心
を
惹

き
つ
け
ま
し

た
。 最

後
に
会

場
の
皆
さ
ん

へ
の
ク
リ
ス

マ
ス
・
プ
レ

ゼ
ン
ト
と
し
て
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作

曲
《
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト

ム
ジ
ー
ク
》
よ
り
第
一
楽
章
を
演
奏

し
ま
し
た
。
誰
も
が
聞
い
た
こ
と
の

あ
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
名
曲
を
ピ
ア

ノ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
、
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
の
編

成
で
お
届
け

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
歌

も
加
わ
っ
た

《
ク
リ
ス
マ

ス
・
メ
ド
レ

ー
》
と
し
て
〈
き
よ
し
こ
の
夜
〜
ジ

ン
グ
ル
・
ベ
ル
〜
赤
鼻
の
ト
ナ
カ
イ
〉

を
演
奏
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。 

終
演
後
に
は
、
中
止
し
た
楽
器
体

験
の
代
わ
り
に
「
折
り
紙
で
つ
く
る

楽
器
工
作
セ
ッ
ト
」
を
配
布
し
て
、

お
土
産
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。 

（
安
川
陽
菜
・
記
） 
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学
外
ア
ウ
ト
リ
ー
チ 

 

  

西
宮
市
立
門
戸
幼
稚
園 

 

十
月
八
日
（
木
）
十
時
十
五
分
か
ら
、

西
宮
市
立
門
戸
幼
稚
園
（
西
宮
市
門
戸
東

町
三
―
二
五
、
園
長
・
阿
部
久
美
先
生
）

に
て
園
児
対
象
の
「
門
戸
幼
稚
園
コ
ン
サ

ー
ト
～
動
物
た
ち
の
音
楽
の
運
動
会
～
」

（
四
十
五
分
）
を
行
い
ま
し
た
。
演
奏
は

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
藤
井
輝
誉
、
中
原
真
依
、

ヴ
ィ
オ
ラ
・
玉
置
華
、
声
楽
・
鳩
山
冴
映
、

ピ
ア
ノ
・
大
村
麻
衣
の
五
名
で
す
。 

「
動
物
た
ち
の
音
楽
の
運
動
会
」
を
テ
ー

マ
に
、
楽
器

に
よ
る
ア

ン
サ
ン
ブ

ル
の
違
い

や
弦
楽
器

の
奏
法
に

よ
る
聴
こ

え
方
の
違

い
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
進
め
ま
し
た
。 

始
め
に
カ
ー
ル
・
タ
イ
ケ
作
曲
〈
旧
友
〉

を
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
二
台
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
ピ

ア
ノ
で
演
奏
し
、
音
楽
の
運
動
会
の
幕
開

け
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
全
身
で
リ
ズ
ム

に
乗
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

次
に
ド
イ
ツ
民
謡
〈
山
の
音
楽
家
〉
で

楽
器
の
ア
ピ

ー
ル
大
会
を

行
い
ま
し
た
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
を
リ
ス
と

ヒ
ツ
ジ
、
ヴ

ィ
オ
ラ
を
ク

マ
、
歌
を
小

鳥
、
ピ
ア
ノ
を
ウ
サ
ギ
が
楽
器
紹
介
し
ま

し
た
。
す
べ
て
の
楽
器
を
一
度
に
紹
介
す

る
に
あ
た
り
、
各
楽
器
の
持
ち
時
間
を
短

く
簡
潔
に
す
る
こ
と
で
退
屈
を
防
ぎ
ま

し
た
。
続
け
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
民
謡
〈
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
・
ポ
ル
カ
〉
を
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

と
ヴ
ィ
オ
ラ
で
演
奏
し
、
二
つ
の
楽
器
の

駆
け
引
き
を
綱
引
き
の
よ
う
に
表
現
し

ま
し
た
。
視
覚
的
に
も
伝
わ
る
よ
う
に
、

メ
ロ
デ
ィ
を
弾
く
時
は
一
歩
前
に
出
て
、

伴
奏
に
移
る

と
一
歩
後
ろ

に
下
が
り
ま

し
た
。 

こ

こ

で

雰
囲
気
を
変

え
て
、
声
楽

の
ソ
ロ
で
シ

ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲
〈
笑
い
と
涙
〉
を
歌
い
、

小
鳥
が
み
ん
な
の
応
援
を
し
て
い
る
様

子
を
表
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
ド
イ

ツ
語
に
も
興
味
を
持
ち
、
真
剣
な
面
持
ち

で
聴
い
て
い
ま
し
た
。
小
鳥
さ
ん
の
歌
に

元
気
を
も

ら
っ
た
と

こ
ろ
で
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ

ン
三
重
奏

で
パ
ッ
ヘ

ル
ベ
ル
作

曲
〈
カ
ノ

ン
〉
を
演
奏
。
メ
ロ
デ
ィ
の
追
い
か
け
っ

こ
が
聴
き
所
の
曲
に
続
き
、
オ
ッ
フ
ェ
ン

バ
ッ
ク
作
曲
（
松
尾
璃
奈
編
曲
）《
天
国

と
地
獄
》
で
リ
レ
ー
の
様
子
を
音
楽
で
表

現
し
ま
し
た
。 

次
は
、
秋
の
曲
を
宝
に
見
立
て
て
宝
探

し
で
す
。《
秋
の
童
謡
メ
ド
レ
ー
》（
鳩
山

冴
映
編
曲)

の
中
に
ど
ん
な
秋
の
曲
が
入

っ
て
い
る
か
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
そ
う

に
探
し
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
普
段
、
門

戸
幼
稚
園
で
よ
く
歌
っ
て
い
る
〈
ど
ん
ぐ

り
こ
ろ
こ
ろ
〉
が
大
人
気
で
大
き
な
声
で

反
応
が
あ
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

続
い
て
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
作
曲
〈
プ
リ
ン

ク
・
プ
ラ
ン
ク
・
プ
ラ
ン
ク
〉
を
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
二
台
と
ヴ
ィ
オ
ラ
で
演
奏
。
こ
の

曲
は
全
て
ピ
ッ
ツ
ィ
カ
ー
ト
で
演
奏
す

る
の
で
、
こ
そ
こ
そ
と
作
戦
会
議
を
す
る

様
子
の
表
現
で
す
。
突
然
音
量
が
小
さ
く

な
る
と
こ
ろ
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
特
に

耳
を
澄
ま
し
て
聴
い
て
い
ま
し
た
。 

作
戦
会
議
の
雰
囲
気
か
ら
一
転
、
次
は
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
ピ
ア
ノ
の

み
ん
な
で
ダ
ン
ス
・
バ
ト
ル
を
表
現
し
ま

し
た
。
曲
は
モ
ン
テ
ィ
作
曲
〈
チ
ャ
ル
ダ

ッ
シ
ュ
〉
で
す
。
ピ
ア
ノ
の
情
熱
的
な
演

奏
か
ら
始
ま
り
、
す
べ
て
の
楽
器
が
個
性
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豊
か
に
歌
い
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
が
駆
け
抜

け
て
終
わ
り

ま
す
。
最
後

は
エ
ル
ガ
ー

作
曲
〈
愛
の

挨
拶
〉
を
演
奏
し
、
動
物
た
ち
の
挨
拶
で

音
楽
の
運
動
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
は
、
体
を
揺
ら
し
た
り
、

お
友
達
と
顔

を
見
合
わ
せ

て
微
笑
ん
だ

り
し
て
楽
し

そ
う
に
聴
き

入
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
そ

の
様
子
を
間

近
で
感
じ
、
私
た
ち
も
自
然
と
笑
顔
に
な

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
別
れ
る
際
、

「
あ
り
が
と
う
」「
ま
た
来
て
ね
」
と
う

れ
し
い
言
葉
を
た
く
さ
ん
も
ら
い
ま
し

た
。 

（
中
原
真
依
・
記
） 

                        

西
宮
市
立
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー 

付
属
あ
お
ぞ
ら
幼
稚
園 

  

十
一
月
十
二
日
（
木
）
十
時
か
ら

西
宮
市
立
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
付

属
あ
お
ぞ
ら
幼
稚
園
（
西
宮
市
津
田

町
三
―
四
十
、
園
長
・
河
﨑
祥
子
先

生
）
に
て
園
児
・
乳
幼
児
・
保
護
者

を
対
象
と
し
た
「
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

（
四
十
分
）
を
行
い
ま
し
た
（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
・
中
原
真
依
、
野
地
紗
由

美
、
ヴ
ィ
オ
ラ
・
玉
置
華
、
ピ
ア
ノ
・

大
村
麻
衣
・
中
村
未
奈
）。 

演
奏
者
は
そ
れ
ぞ
れ
リ
ス
、
ヒ
ツ

ジ
、
ク
マ
、
ウ
サ
ギ
、
小
鳥
の
お
面

を
つ
け
、「
動
物
た
ち
に
よ
る
音
楽
の

運
動
会
」
を
テ
ー
マ
に
、
緩
急
を
つ

け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
ま
し
た
。

始
め
に
動
物
た
ち
か
ら
の
ご
挨
拶
と

し
て
、
エ
ル
ガ
ー
作
曲
〈
愛
の
挨
拶
〉

を
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
二
台
と
ヴ
ィ
オ
ラ
、

ピ
ア
ノ
で
演
奏
し
、
メ
ロ
デ
ィ
の
移

り
変
わ
り
に
注
目
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
続
い
て
、
運
動
会
の
入
場
行
進

曲
と
し
て
、

タ
イ
ケ
作
曲

〈
旧
友
〉
を

同
じ
編
成
で

演
奏
し
ま
し

た
。 次

に
楽
器

紹
介
を
兼
ね

て
〈
山
の
音

楽
家
〉
を
演
奏
し
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

紹
介
で
は
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
作
曲

《
四
季
》
よ
り
〈
秋
〉
を
、
ヴ
ィ
オ

ラ
紹
介
で
は
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
作
曲

〈
ユ
ー
モ
レ
ス
ク
〉
を
、
ピ
ア
ノ
紹

介
で
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
〈
ト
ル

コ
行
進
曲
〉

を
演
奏
。
そ

れ
ぞ
れ
の
楽

器
の
音
色
と

特
徴
を
知
っ

た
上
で
、
再

び
〈
山
の
音
楽
家
〉
を
演
奏
し
て
、

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
感
じ
て
も
ら
い
ま

し
た
。 
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こ
こ
か
ら
「
運
動
会
の
競
技
」
に

入
り
、
ま
ず
は
「
リ
ス
と
ク
マ
の
綱

引
き
」
と
称
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
民
謡

〈
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
・
ポ
ル

カ
〉
で
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
と

ヴ
ィ
オ
ラ
を

比
較
し
ま
し

た
。
次
に
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
三
台
と
ピ
ア
ノ
で
、
パ

ッ
ヘ
ル
ベ
ル
作
曲
〈
カ
ノ
ン
〉
を
演

奏
し
、
メ
ロ
デ
ィ
の
重
な
り
を
「
動

物
た
ち
の
追
い
か
け
っ
こ
」
に
見
立

て
ま
し
た
。
追
い
か
け
っ
こ
は
延
長

戦
へ
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
二
台
と
ヴ
ィ

オ
ラ
、
ピ
ア
ノ
で
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ

ク
作
曲
《
天
国
と
地
獄
》
よ
り
〈
序

曲
〉
を
演
奏
し
、
音
の
長
さ
や
強
弱

の
変
化
に
注
目
し
て
も
ら
え
る
よ
う

意
識
し
ま
し
た
。 

《
秋
の
童
謡
メ
ド
レ
ー
》
で
は
「
宝

探
し
」
と
称
し
、
い
く
つ
曲
が
繋
が

っ
て
い
る
か
を
探
し
て
も
ら
い
な
が

ら
、〈
紅
葉
～
虫
の
声
～
小
さ
い
秋
～

ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
～
真
っ
赤
な
秋

～
赤
と
ん
ぼ
〉
を
聴
い
て
も
ら
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
馴
染

み
の
あ
る
曲
と
そ
う
で
な
い
曲
と
で

反
応
の
違
い
が
は
っ
き
り
と
分
か
り

ま
し
た
。 

動
物
た
ち
の
運
動
会
は
佳
境
に
入

り
、
ラ
ス
ト
に
向
け
た
作
戦
会
議
と

し
て
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
作
曲
〈
プ
リ

ン
ク
・
プ
ラ
ン
ク
・
プ
ラ
ン
ク
〉
を

ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
二
台
と
ヴ

ィ
オ
ラ
で
演

奏
し
ま
し
た
。

こ
の
曲
は
す

べ
て
弦
を
指

で

は

じ

く

「
ピ
ツ
ィ
カ

ー
ト
」
で
演

奏
さ
れ
、
途
中
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の

合
い
の
手
も
加
え
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
中

の
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
最
後
の
競
技
は
「
ダ
ン
ス

対
決
」
で
、
モ
ン
テ
ィ
作
曲
〈
チ
ャ

ル
ダ
ッ
シ
ュ
〉
は
曲
調
の
明
暗
や
、

テ
ン
ポ
の
緩
急
、
演
奏
法
な
ど
曲
中

で
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
あ
り
、
盛
り

上
が
っ
て
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
を
行
え
な
か
っ
た
た
め
、
曲
の
長

さ
や
ス
ト

ー
リ
ー
、
曲

中
の
変
化

を
熟
考
し

ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち

は
音
楽
に

合
わ
せ
て

手
を
叩
い
て
体
を
揺
ら
し
、
私
た
ち

の
問
い
か
け
に
も
大
き
な
声
で
答
え

て
く
れ
る
場
面
も
あ
り
、
楽
し
ん
で

い
る
様
子
が
窺
え
ま
し
た
。
今
回
の

テ
ー
マ
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え

た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。 

（
玉
置
華
・
記
） 
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雲
雀
丘
学
園
小
学
校 

  

十
二
月
四
日
（
金
）
雲
雀
丘
学
園

小
学
校
（
宝
塚
市
雲
雀
丘
四
―
二
―

一
、
音
楽
教
諭
・
岡
村
圭
一
郎
先
生
、

垣
内
賀
瑛
先
生
）
で
四
年
生
四
ク
ラ

ス
を
対
象
と
し
た
実
習
（
各
ク
ラ
ス

四
十
五
分
）
を
行
い
ま
し
た
（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
・
中
原
真
依
、
藤
井
耀
誉
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
ヴ
ィ
オ
ラ
・
玉
置

華
、
声
楽
／
ピ
ア
ノ
・
鳩
山
冴
映
、

ピ
ア
ノ
・
佐
々
木
里
緒
、
井
本
斐
）
。 

「
弦
楽
器
の
魅
力
～
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

を
聴
い
て
み
よ
う
～
」
と
題
し
、
弦

楽
器
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
魅
力
を
軸

と
し
て
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
構

成
し
ま
し
た
。

演
奏
を
聴
く

に
あ
た
っ
て

「
音
色
」「
演

奏
形
態
」「
演

奏
技
法
」
の

三
点
に
注
目

す
る
よ
う
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
生

徒
た
ち
に
促
し
ま
し
た
。 

 

始
め
に
エ
ル
ガ
ー
作
曲
〈
愛
の
挨

拶
〉
を
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
二
台
、
ヴ
ィ

オ
ラ
、
ピ
ア
ノ
で
演
奏
し
ま
し
た
。

エ
ル
ガ
ー
の
愛
や
感
謝
が
感
じ
ら
れ

る
甘
い
メ
ロ
デ
ィ
の
「
音
色
」、
メ
ロ

デ
ィ
の
移
り
変
わ
り
や
息
を
合
わ
せ

て
演
奏
す
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
様
子

を
注
目
ポ
イ
ン
ト
と
し
ま
し
た
。
次

に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ヴ
ィ
オ
ラ
の
楽

器
紹
介
で
二

つ
の
楽
器
の

違
い
を
解
説

し
た
後
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
民

謡
《
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
ポ
ル
カ
》
を

デ
ュ
オ
で
演
奏
し
、
実
際
の
音
色
の

違
い
を
感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
弦
楽
器
の
音
が
鳴
る
仕
組
み

を
「
人
の
声
が
声
帯
の
振
動
に
よ
っ

て
出
る
仕
組
み
と
同
じ
よ
う
に
弦
が

振
動
し
て
い
る
」
と
解
説
し
、
声
楽

と
弦
楽
器
の
響
き
が
似
て
い
る
こ
と

を
伝
え
た
上
で
、
Ｒ
．
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
作
曲〈
万
霊

節
〉
を
ソ
プ
ラ

ノ
で
独
唱
し

ま
し
た
。
次
に

バ
ル
ト
ー
ク

作
曲
《
ル
ー
マ

ニ
ア
民
族
舞

曲
》
よ
り
第
一
・
三
・
六
曲
を
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
独
奏
で
演
奏
。
こ
の
曲
に

は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
様
々
な
演
奏
技

法
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
倍
音
を

響
か
せ
る
「
フ
ラ
ジ
オ
レ
ッ
ト
」
や

二
つ
以
上
の

音
を
同
時
に

弾
く
「
重
音
」

が
用
い
ら
れ
、

テ
ン
ポ
の
変

化
も
相
ま
っ

て
緩
急
が
つ

き
、
生
徒
た
ち
の
興
味
を
引
く
一
曲

と
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
弦
を
指
で

は
じ
く
「
ピ
ツ
ィ
カ
ー
ト
」
の
魅
力

が
詰
ま
っ
た
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
作
曲

〈
プ
リ
ン
ク
・
プ
ラ
ン
ク
・
プ
ラ
ン

ク
〉
を
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
二

台
と
ヴ
ィ
オ

ラ
で
息
を
合

わ
せ
て
演
奏

し
ま
し
た
。

次
に
シ
ョ
ス

タ
コ
ー
ヴ
ィ

チ
作
曲
《
二

台
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
た

め
の
五
つ
の
小
品
》
よ
り
第
一
・
五

楽
章
で
、
第
一
楽
章
は
二
台
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
流
れ
る
よ
う
な
メ
ロ
デ

ィ
と
豊
か
な
響
き
が
、
第
五
楽
章
は

軽
快
な
リ
ズ
ム
に
乗
っ
た
ピ
ツ
ィ
カ

ー
ト
や
重
音
の
掛
け
合
い
が
そ
れ
ぞ

れ
特
徴
で
、
楽
章
ご
と
の
雰
囲
気
の

違
い
を
感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
続

い
て
弦
楽
器
と
ピ
ア
ノ
の
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
で
モ
ン
テ
ィ
作
曲
〈
チ
ャ
ル
ダ

ッ
シ
ュ
〉
を
演
奏
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
紹
介
し
た
演
奏
技
法
の
効
果

も
発
揮
さ
れ
る
曲
と
し
て
、
プ
ロ
グ
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履
修
生
紹
介 

ラ
ム
終
盤
に
位
置
付
け
ま
し
た
。
最

後
に
マ
ス
カ
ー
ニ
作
曲
の
オ
ペ
ラ

《
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ル
ス
テ
ィ
カ
ー

ナ
》
よ
り
〈
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
〉
を

弦
楽
器
と
ピ
ア
ノ
、
声
楽
で
演
奏
し
、

切
な
る
祈
り

を
込
め
た
美

し
い
メ
ロ
デ

ィ
を
お
届
け

し
ま
し
た
。 

同
じ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
一

時
間
目
か
ら

四
時
間
目
ま

で
四
回
行
い
、
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
反

応
が
違
う
こ
と
を
体
感
し
、
生
徒
た

ち
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ

う
時
間
配
分
や
言
葉
選
び
な
ど
を
毎

回
工
夫
し
ま
し
た
。
弦
楽
器
の
魅
力

と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
楽
し
さ
が
生
徒

た
ち
に
伝
わ
っ
て
い
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
。 

（
玉
置
華
・
記
） 

 

                        

  

四
年
生
（
十
九
期
生
四
名
）
か
ら
の 

 
 

メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

藤
井 

耀
誉
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私
は
三

回
生
の
時

に
先
輩
方

の
実
習
を

見
学
し
て
、

来
年
は
病

院
で
演
奏
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
今
年
は
感
染
症
の
影
響
で
病

院
実
習
が
全
て
中
止
と
な
っ
て
残
念

で
す
。
そ
れ
で
も
数
少
な
い
実
習
の

中
で
学
ん
だ
こ
と
も
沢
山
あ
り
、
こ

の
状
況
下
で
学
外
実
習
を
さ
せ
て
頂

け
た
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
感

じ
ま
し
た
。 

こ
の
授
業
で
は
、
自
分
た
ち
で
一

か
ら
演
奏
会
を
つ
く
る
た
め
、
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
や
、

Ｍ
Ｃ
の
話
し
方
や
印
刷
物
の
作
成
な

ど
初
め
て
の
こ
と
が
多
く
、
不
安
も

あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
履
修
生
が
四

人
と
少
な
く
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
助
け
あ
い
な
が
ら
活
動
す

る
中
で
互
い
に
学
ぶ
こ
と
も
あ
り
、

改
善
点
も
見
つ
け
ら
れ
た
の
で
今
後

に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
貴
重

な
経
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

 

鳩
山 

冴
映
（
作
曲
） 

 
 
 
 
 
 

 

私
は
、
主

専
攻
で
あ
る

作
曲
の
よ
う

に
、
何
か
を

生
み
出
し
て

企
画
す
る
こ

と
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
作

り
の
経
験
が
豊
富
に
で
き
て
非
常
に
興

味
深
か
っ
た
で
す
。
始
め
は
新
型
コ
ロ

ナ
・
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
歌
え
な
い
状
況

や
マ
ス
ク
を
し
た
舞
台
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
戸
惑
い
、
試
行
錯
誤
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
々
考
え
る
う
ち

に
音
楽
を
新
し
い
形
で
捉
え
ら
れ
る
よ

い
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
編
曲
・

歌
・
ピ
ア
ノ
伴
奏
と
で
き
る
こ
と
を
全
力

で
行
い
、
よ
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。 

 

本
番
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
実
際
の
反
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応
を
間
近
で
知
る
こ
と
が
で
き
、
正
直
に

返
っ
て
く
る
の
で
本
当
に
や
り
が
い
を

感
じ
ま
し
た
。
活
動
に
制
約
が
あ
る
中
で

も
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
依
頼
を
し
て
下
さ
っ

た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

音
楽
の
魅
力
を
伝
え
た
い
、
演
奏
会
を

作
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
履
修
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
音

楽
を
伝
え
る
た
め
の
総
合
的
な
ス
キ
ル

を
磨
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
聞
く

側
の
立
場
に
な
っ
て
研
究
し
た
り
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
チ
ラ
シ
を
作
成
し
た
り
、
本
番

を
振
り
返
っ
た
り
す
る
こ
と
は
将
来
に

必
ず
繋
が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。 

 

中
原 

真
依
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
） 私

は

大

学
入
学
前

か
ら
個
人

で
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
活

動
を
し
て

い
ま
し
た
。
保
育
園
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
行
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

独
学
だ
っ
た
の
で
迷
う
こ
と
や
分
か

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
常
に
手
探

り
状
態
で
し
た
。
そ
の
た
め
、「
疑
問

点
を
解
消
し
た
い
」「
今
ま
で
以
上
の

も
の
を
吸
収
し
て
自
分
の
力
に
し
た

い
」
と
い
う
思
い
で
履
修
し
ま
し
た
。 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
履
修
し
て
、
演

奏
会
の
流
れ
だ
け
で
な
く
、
Ｍ
Ｃ
や

選
曲
な
ど
、
す
べ
て
に
意
味
が
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
演
奏
会
を
作

る
上
で
聴
衆
の
視
点
を
ど
こ
に
持
っ

て
い
く
か
、
聴
衆
の
心
に
残
る
も
の

（
知
的
な
お
み
や
げ
）
は
何
か
と
い

う
問
題
意
識
を
持
ち
、
考
え
な
が
ら

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

実
習
当
日
に
は
各
現
場
で
の
空
気
感

が
あ
り
、
練
習
よ
り
も
現
場
で
の
応

用
が
必
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。 

こ
の
二
年
間
は
全
部
が
新
し
い
発

見
で
一
生
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ

ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
津
上
先
生
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
履
修
生
の
メ
ン

バ
ー
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 玉
置 

華
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
） 

 

今

年

は

コ

ロ

ナ

の

影
響
で
、
病

院

で

の

実

習
が
な
く
な
り
、
幼
稚
園
二
回
と
小

学
校
一
回
だ
け
、
子
ど
も
た
ち
の
言

動
も
制
限
の
あ
る
中
で
の
実
習
で
し

た
。
そ
の
上
、
今
年
の
履
修
生
は
四

人
だ
け
で
ピ
ア
ノ
科
の
学
生
が
お
ら

ず
、
学
内
外
の
活
動
も
皆
と
て
も
忙

し
い
中
で
の
実
習
だ
っ
た
の
で
大
変

な
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
。
今
ま
で

人
前
で
演
奏
す
る
時
は
演
奏
だ
け
に

集
中
で
き
ま
し
た
が
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
流
れ
を

演
奏
・
Ｍ
Ｃ
・
曲
順
な
ど
様
々
な
視

点
で
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
番
の
ど
の
く
ら
い
前
か
ら
ど
の
よ

う
な
準
備
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
そ

も
そ
も
そ
の
曲
に
つ
い
て
自
分
の
知

識
を
深
め
る
必
要
も
あ
り
、
細
々
と

し
た
こ
と
が
意
外
と
多
く
頭
が
こ
ん

が
ら
が
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、

四
人
で
助
け
合
い
な
が
ら
頑
張
り
ま

し
た
。
自
分
た
ち
で
五
十
分
ほ
ど
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
す
べ
て
を
組
む
の
は

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
し
か
で
き
な
い
貴

重
な
体
験
で
、
苦
労
し
て
作
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
子
ど
も
た
ち
が
素
直
に

楽
し
ん
で
い
る
様
子
を
見
る
と
と
て

も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。 

「
音
楽
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
講
義
）
」 

履
修
生
（
三
回
生
四
名
） 

 

ピ
ア
ノ 

 

笠
井
朱
音
、
黒
田
有
紀
、 

 
 
 
 
 

中
村
未
奈 

オ
ー
ボ
エ 

森
山
亜
友
奈
（
総
合
文
化
学
科
） 
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ア
ウ
ト
リ
ー
チ
要
員
か
ら
の 

メ
ッ
セ
ー
ジ 

セ
ン
タ
ー
・
ス
タ
ッ
フ 

～
コ
ロ
ナ
禍
の
一
年
を
振
り
返
る
～ 

 

金
丸 

史
奈
さ
ん
（
十
五
期
生
） 今

年
度

よ
り
ア
ウ

ト
リ
ー
チ

要
員
と
し

て
勤
務
さ

せ
て
い
た

だ
い
て
お

り
ま
す
。 

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
・
ウ
イ
ル
ス

と
い
う
未
曽
有
の
災
禍
に
よ
り
、
前

期
は
大
学
も
登
校
禁
止
と
な
り
、
授

業
は
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
ま

し
た
。
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
実
習
も
例
外

で
は
な
く
、「
実
習
」
は
お
ろ
か
、
同

じ
空
間
を
「
共
有
」
す
る
こ
と
さ
え

で
き
な
い
、
非
常
に
困
難
な
学
期
と

な
り
ま
し
た
。
何
も
か
も
が
初
め
て

で
手
探
り
の
状
態
で
し
た
が
、
学
生

た
ち
は
「
で
き
な
い
」
で
は
な
く
「
ど

う
や
っ
た
ら
で
き
る
か
」
に
発
想
を

転
換
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
世
界

の
音
楽
家
が
行
っ
て
い
る
演
奏
活
動

を
考
察
し
、
新
た
な
演
奏
会
の
形
を

探
り
ま
し
た
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
演
奏
に
も
挑
戦
し
、
音
楽
の
新

し
い
可
能
性
を
追
求
し
ま
し
た
。 

後
期
に
な
っ
て
よ
う
や
く
「
弦
楽

器
の
魅
力
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
幼
稚
園
・
小
学
校
へ
計
三

回
の
実
習
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
前
期
に
予
定
さ
れ
て
い
た
行
事

や
演
奏
会
が
す
べ
て
後
期
に
後
倒
し

さ
れ
、
学
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
多
く

の
本
番
を
持
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
短
期
間
で
集
中
し
て
準
備
を

進
め
、
立
派
に
や
り
遂
げ
ま
し
た
。 

こ
の
困
難
の
多
か
っ
た
一
年
の
中

で
、
何
事
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で

や
り
抜
い
た
と
い
う
経
験
は
、
今
後

彼
女
た
ち
の
音
楽
人
生
に
必
ず
活
か

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
・
ウ

イ
ル
ス
に
ま
だ
ま
だ
左
右
さ
れ
る
世

の
中
で
す
が
、
今
回
学
ん
だ
、「
で
き

な
い
」
で
は
な
く
「
ど
う
や
っ
た
ら

で
き
る
か
」
と
い
う
発
想
で
、
前
向

き
に
頑
張
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
も
の

と
信
じ
て
い
ま
す
。 

    

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
で
は
年
三

回
の
「
子
ど
も
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
・

シ
リ
ー
ズ
」
の
運
営
や
、
学
外
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
実
習
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
演
奏
派

遣
の
受
付
窓
口
や
広
報
活
動
（
Ｈ
Ｐ
・
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
通
信
）
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
・
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
様
々
な
変
更
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。

「
子
ど
も
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は

定
員
数
を
大
幅
に
減
ら
し
（
従
来
の
五
分

の
一
）、
終
演
後
の
楽
器
体
験
も
中
止
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
（
来
場
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
、
楽
器
体
験
が
で
き
な
い
の

が
残
念
と
い
う
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
）。
せ
め
て
も
の
代
替
と
し
て
「
楽

器
工
作
キ
ッ
ト
」
を
準
備
し
、
子
ど
も
た

ち
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
も
毎
回
定
員
数
を
大
き
く
上
回

る
お
申
し
込
み
が
あ
り
、「
生
の
音
楽
を

聴
き
た
い
」
と
い
う
要
望
が
強
い
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
お
客
様
に
安
心
し
て
楽

し
ん
で
頂
け
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
換

気
や
除
菌
は
も
ち
ろ
ん
、
密
に
な
ら
な
い

受
付
導
線
や
座
席
配
置
、
分
散
入
場
・
退

場
な
ど
を
考
え
て
実
施
し
ま
し
た
。 

学
生
の
「
学
外
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
実
習
」

に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
毎

年
依
頼
が
あ
っ
た
病
院
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル

の
連
絡
が
相
次
ぎ
、
今
年
度
は
幼
稚
園

二
園
と
小
学
校
一
校
の
み
と
な
り
ま
し

た
。
訪
問
先
に
よ
っ
て
許
さ
れ
る
行
動

範
囲
が
あ
り
、
学
生
た
ち
は
い
ろ
ん
な

思
い
を
抱
い
て
実
習
に
取
り
組
み
、
貴

重
な
経
験
を
し
て
き
ま
し
た
。
実
習
前

に
は
各
自
検
温
を
し
て
、
実
習
中
も
マ
ス

ク
着
用
で
子
ど
も
た
ち
と
社
会
的
距
離

を
保
ち
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

状
況
下
で
実
習
の
受
け
入
れ
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
セ
ン
タ

ー
長
で
あ
る
津
上
智
実
先
生
の
教
誘
に

基
づ
き
、
音
楽
を
通
し
て
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
た
く
さ
ん

の
人
に
音
楽
の
魅
力
を
届
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

（
丹
野
桃
子
、
森
美
有
紀
・
記
） 

 

♪
森
美
有
紀
（
二
〇
一
四
年
よ
り
勤
務
、

現
在
六
年
目
） 

♪
丹
野
桃
子
（
二
〇
一
八
年
よ
り
勤
務
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
十
四
期
生
） 
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編集後記 
 
 

世界中の人が前例のない苦境を経験した 2020 年。様々な制限がある中で思うように実習やコンサートができない一年となりまし

た。 履修生たちには卒業後もコロナに負けず、学んだことを糧にこれからも素敵な音楽を届けてくれることを願っています。(森) 

 

 今まで当たり前にできていたことが、できなくなる場面に直面することが多い一年でした。センターでの業務も手探り状態で行う

中で、新たな気付きも多くありました。コロナ禍だからできないことも多くありますが、コロナ禍だから気付けたことも大切にしたい

と思います。(丹野） 

 

音楽の場を絶やさずに、学生が学ぶ機会を確保することに心を砕いた一年でした。（津上） 

2020年度 実習歴 
 
 

１０月 ８日  （木）  西宮市立門戸幼稚園アウトリーチ 

１０月１７日  （土）  子どものためのスペシャル・コンサート（シリーズ第 56 回） 

１１月１２日  （木）  西宮市立子育て総合センター付属あおぞら幼稚園アウトリーチ 

１２月 ４日  （金）  雲雀丘学園小学校アウトリーチ 

１２月１２日  （土）  子どものためのクリスマス・コンサート（シリーズ第 57 回） 

３月 ｎ６日  （土）  子どものためのスプリング・コンサート（シリーズ第 58 回） 

音楽をお届けします！！ 
 

「アウトリーチ」とは、「一歩踏み出すこと」「手をさしのべること」。 

大学やホールといった従来の枠にとらわれずに、社会のさまざまな場にすてきな音楽のプログラムをお届けします。 
 

♪幼稚園・小中学校へ：総合的学習支援プログラムとして、  ♪病院や美術館へ：催しの趣旨に沿った手作りの音楽 

子どものための楽しい体験学習を！           プログラムを、心をこめてお届けします。 
 

お問い合わせは… 

神戸女学院大学音楽学部 アウトリーチ・センター（月～金 10：00～15：00） 
〒662-8505 西宮市岡田山 4-1   TEL: 0798-51-8584 FAX: 0798-51-8551 

E-mail：outreach@mail.kobe-c.ac.jp  https://www.kobe-c.ac.jp/musicdp/outreach/ 


